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制の検討 …生命科学技術など 研究成果の社会への適用に当たっての規制の検討 …情報科学技術など未確





































































この出張で訪問したのは、次の４カ所である。 マサチューセッツ工科大学（MIT）、 ハーバード大学、 バブソ
ンカレッジ、 ペンシルベニア大学ビジネススクール。






















































































Dr. George J. O'Neill












































講演は、(1) 米国における研究開発予算等の意思決定システム, (2) AAASの予算分析法, (3) 米国の研究開発予
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菖蒲、杜若と梅雨時の花には特有のしっとり感があり、とても心が落ち着きます。
さて、本年度から開始したPOLICY STUDY分野での研究をご紹介しましたがいかがでしたか。更に
所内で横断的に編成したチームによるベンチャー企業と起業者に関する研究をご案内いたしました
編集後記
8
が、本研究は今後とも継続してどんどんご案内する予定です。どうぞご期待下さい。 （Ｙ）
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